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梅雨明けを迎え、いよいよ本格的な夏の到来です。
体が暑さに中々ついていけないため熱中症になりやすい季節でもあります。日頃からこまめな水分・
塩分補給、体調管理、新型コロナウィルスに注意して暑さに負けない体づくりを心かけましょう。

村道唐沢線（青木川沿い）

国道152号（青木川沿い） 林道釜沢線

長野県の感染者は8月4日時点で

122人となりました。7月以降だ

けでも45人確認され感染が拡大

しています。

今夏は、これまでとは異なる生

活環境で迎えることとなります

が、一方で熱中症にも気を付け

なければなりません。十分な感

染予防を行いながら、熱中症予

防もここれまで以上に心掛ける

ようにしましょう。(右記看板を

出して対応をしている工事現場も

あります。）

梅雨入り初期の大鹿村は比較的平穏に推移してきましたが、６月３０日に日雨量１８０mmの雨が降って村内の道路や河川、水道

の施設に被害が発生しました。その後７月３日に降り始めた雨は夜半に強くなる予想のため避難所を開設、３０日被災の水道は

４日に復旧でき、６日夜半の豪雨対応で避難所開設、８日は７日夜からの雨で早朝よりメイン道路の通行対策、避難所設営、孤

立者が発生しました。

１１日夜、集中豪雨となって釜沢方面で時間雨量７０mmと全国ニュースで流されるほどの雨が降り、県道・林道が沈下して通行

不能が発生し一部地域に避難勧告が出され釜沢集落が孤立するなど通算７２５㎜の雨の影響は大きなものでした。これから台風

シーズンに入ります。危険を感じたら自らの判断で、早めに避難するなど命を守る行動を行ってください。

長野地方気象台によると、大鹿村の降水量は平年の3.15倍の1297.5mmでした。

(三六災害時は飯田観測所で総雨量579mmでした)
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裏面もご覧ください



現場代理人
宮下 房貴

本 社 0265-39-2226

監理技術者
宮下 篤史

木下建設㈱ 天竜川上流河川事務所長表彰受賞

ー工事で苦労した点ー

本現場は大鹿村と中川村の村境に位置し、滝沢第2砂防堰堤の第2期工事でありました。

狭隘な施工ヤードの中でのコンクリート打設及び掘削を行うために、工事エリアを明確に区分けし、作業員と重機等の

離隔に配慮しました。また高所での安全で安心して作業するための先行した安全設備を設置することを徹底しました。

また狭い村道での大型車両通行にあたっては、関係機関や他工事と連絡を密に取り、特に滝沢橋周辺を通行する方が

安全に通行できるように徹底しました。

ー受賞の喜びー

この度、こうような名誉ある表彰をしていただき誠にありがとうございます。

このように表彰していただきましたのも、地域の皆様のご理解とご協力、発注者からのご指導、協力業者の皆様の

支えがあってこそと深く感謝申し上げます。

今後も地域の皆様方の下支えのできる企業、現場技術者としてより一層の努力をしてまいりますので

よろしくお願い申し上げます。

令和２年７月９日に昨年

度から工事をしていた

「大鹿保育所」の竣工式

が行われました。

「大鹿村の未来を担う子

供たちを大切に育む保育

所」として、子供たちが

健やかに育って行く事を

願っています。

大鹿保育所

令和2年度

天竜川水系塩川床固工事

昨年度工事で優秀な工事の表彰式が７月２７日、駒ヶ根市で行われました。

平成30年度天竜川水系滝沢第2砂防堰堤工事を施工された木下建設㈱さんが天竜川上流河川事務所長表彰を受賞されました。

同時に監理技術者の梅本さんも優良工事技術者として表彰されました。また、工事に携わった大平建設㈱さん、シブキヤ

建設㈱さん北陽建設㈱飯田営業所さんが優良工事協力企業として表彰されました。

大鹿村で素晴らしい工事をしている事を南信地方全域に発信しました。おめでとうございます。

【小渋川砂防出張所管内 新しい現場の紹介】


